
■ 
教
育
行
政

　
「
第
３
次
与
那
原
町
教
育
大
綱
」

の
着
実
な
実
施
と
「
教
育
基
本
法
」

に
う
た
わ
れ
て
い
る
、「
す
べ
て
国
民

は
、
ひ
と
し
く
、
教
育
を
受
け
る

機
会
が
与
え
ら
れ
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
、

ま
た
、
教
育
に
対
し
、
学
校
、
家

庭
及
び
地
域
が
連
携
し
協
力
す
る

環
境
」
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

■ 

学
校
教
育

　
電
子
黒
板
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に
活
用

し
、
授
業
に
お
け
る
集
団
学
習
や

各
家
庭
で
の
個
別
自
宅
学
習
等
、

「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的

な
学
び
」
を
構
築
し
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
に
よ
る
外

国
人
英
語
教
師
の
配
置
や
英
語
授

業
支
援
ソ
フ
ト
の
導
入
、
英
語
検

定
補
助
の
実
施
な
ど
に
よ
り
語
学

力
向
上
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

中
学
生
を
対
象
と
し
た
県
内
外
国

人
家
庭
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
実
施

し
、
外
国
文
化
へ
の
興
味
・
関
心

を
抱
く
人
材
の
裾
野
を
広
げ
つ
つ
、

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

語
学
力
や
国
際
感
覚
を
身
に
付
け

た
次
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る

な
ど
、
外
国
語
教
育
・
国
際
人
材

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
学
習
支
援
員
、
特
別
支
援
教
育

支
援
員
を
継
続
し
て
配
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
児
童
生
徒一人
ひ
と
り

の
個
性
に
応
じ
た
、
き
め
細
や
か
な

学
習
指
導
、
学
校
生
活
支
援
を
行

い
ま
す
。
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

に
よ
り
不
登
校
と
な
っ
た
生
徒
へ
学

校
以
外
の
場
所
で
も
学
べ
る
環
境
を

引
き
続
き
設
置
す
る
こ
と
と
併
せ

て
、
学
校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
や

各
小
中
学
校
に
自
立
支
援
教
室
を

設
置
し
、
不
登
校
と
な
ら
な
い
よ

う
迅
速
な
対
応
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
い
る
全
世
帯
に
対

し
て
就
学
援
助
制
度
の
積
極
的
な

周
知
を
行
い
、
活
用
を
促
し
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
学
力
向
上
推
進
協
議
会
に

お
け
る
地
域
と
の
連
携
に
よ
り
、
家

庭
学
習
の
定
着
・
向
上
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
よ
り
小
中
学
校
に

学
校
運
営
協
議
会
制
度
を
取
り
入

れ
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
と
し

て
、
学
校
運
営
や
課
題
に
対
し
、

保
護
者
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が

参
画
で
き
る
仕
組
み
で
、
地
域
に
密

着
し
た
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

■ 

学
校
施
設

　
補
助
事
業
を
活
用
し
、
与
那
原

小
学
校
体
育
館
の
外
壁
塗
装
や
屋

上
防
水
な
ど
の
長
寿
命
化
改
良
工

事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
体
育
館

の
屋
内
照
明
に
つ
い
て
は
、
高
効
率

照
明
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
）
へ
の
更
新
を

図
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
脱
炭
素
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
与
那
原
小
学
校
の
建

替
事
業
や
長
寿
命
化
事
業
等
の
検

討
を
進
め
る
た
め
に
、
耐
力
度
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
学
校
施
設
に

お
い
て
計
画
的
に
改
修
や
更
新
を
行

う
こ
と
で
、
施
設
の
長
寿
命
化
や

学
習
環
境
の
維
持
・
改
善
に
努
め

ま
す
。

■ 

学
校
給
食

　
学
校
給
食
費
は
国
お
よ
び
県
の

補
助
事
業
を
活
用
し
、
保
護
者
の

皆
さ
ま
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
小
中
学
生
の
給
食
費
の

半
額
無
償
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
衛
生
管
理
を
徹
底
し
た

安
全
で
お
い
し
い
給
食
の
提
供
を
行

う
こ
と
と
併
せ
て
、
学
校
給
食
を

通
し
て
食
育
教
育
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

　
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整

備
は
、
与
那
原
町
・
八
重
瀬
町
の

両
小
中
学
校
へ
安
全
安
心
で
お
い
し

い
給
食
を
提
供
す
る
た
め
に
、Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
を
採
用
し
民
間
活
力
に
よ

る
効
率
的
・
機
能
的
で
新
衛
生
基

準
に
準
拠
し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

整
備
に
努
め
ま
す
。

■ 

社
会
教
育
・

　   

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
老
若
男
女
を
問
わ
ず
全
て
の
町

民
が
学
び
続
け
る
「
生
涯
学
習
」

を
支
援
し
、
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を

通
じ
た
生
き
甲
斐
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
与
那
原
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、
与
那
原

町
立
図
書
館
、
与
那
原
町
上
の
森

か
な
ち
ホ
ー
ル
、
与
那
原
町
大
綱

曳
資
料
館
、
与
那
原
町
観
光
交
流

施
設
を
生
涯
学
習
振
興
の
場
と
し

て
町
民
の
皆
さ
ま
に一層
活
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
は
、
国
民
の

財
産
で
あ
る
文
化
財
の
保
護
と
活

用
に
努
め
ま
す
。

大
綱
曳
資
料
館
に
お
い
て
は
、
大

綱
曳
映
像
等
を
3
6
0
度
３
Ｄ・Ｖ

Ｒ
シ
ア
タ
ー
に
て
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
町
内
外
に
魅
力

を
発
信
し
、
伝
統
文
化
継
承
に
努

め
ま
す
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
全
な

心
身
の
育
成
を
図
る
た
め
、
町
内

体
育
施
設
等
を
積
極
的
に
開
放
し
、

各
団
体
と
連
携
、
支
援
し
、
指
導

者
の
育
成
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
町
史
編
集
事
業
で
は
『
与
那
原

戦
後
の
あ
ゆ
み
』
の
令
和
９
年
度

発
刊
に
向
け
て
調
査
・
編
集
作
業

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
平
和

教
育
活
動
と
し
て
戦
後
80
年
と
い

う
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
「
与

那
原
町
民
平
和
の
日
・
慰
霊
の
日

合
同
企
画
展
」
を
開
催
し
、
薄
れ

ゆ
く
沖
縄
戦
の
記
憶
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、後
世
に
継
承
し
ま
す
。

　
人
間
は
、
情
報
・
知
識
を
得
る

こ
と
に
よ
っ
て
成
長
し
、
生
活
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
町
立
図
書
館
は
知

識
の
泉
と
い
わ
れ
、
地
域
の
方
々
が

最
も
よ
く
利
用
す
る
公
共
施
設
で

あ
り
、
町
民
の
教
養
や
生
活
が
よ

り
豊
か
に
な
る
た
め
の
情
報
拠
点
と

し
て
の
機
能
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事

業
」
は
、
地
域
全
体
で
未
来
を
担

う
子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
啓
蒙
と
育
成

を
図
り
、
学
校
と
家
庭
を
支
援
す

る
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進

■ 
防
災
・
減
災

　
近
年
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害

が
激
甚
化
・
頻
発
化
し
、
多
く
の

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
中
で
も

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
人
的
・
経

済
的
被
害
は
甚
大
で
あ
る
と
予
想

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
発
生
可
能
性
の

高
ま
り
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
各
区
の
自
主
防
災
組
織

や
関
係
団
体
と
連
携
し
、
地
震
・

津
波
防
災
避
難
訓
練
を
継
続
し
て

実
施
す
る
こ
と
で
町
全
体
の
防
災

意
識
の
向
上
を
図
り
、
地
域
防
災

力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
行
政
無
線
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
の
高
機
能
化
を
図
り
、

災
害
時
に
町
内
全
域
へ
必
要
な
情

報
を
迅
速
に
発
信
で
き
る
体
制
を

整
え
る
と
と
も
に
、
飲
料
水
や
備

蓄
食
料
、
災
害
用
資
機
材
等
、
防

災
備
蓄
品
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■ 

防
犯

　
近
年
、
県
内
外
に
お
い
て
犯
罪

組
織
に
よ
る
特
殊
詐
欺
の
手
法
は

高
度
化
・
多
様
化
し
、
高
齢
者
の

み
な
ら
ず
若
年
者
が
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
事
件
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
町
民
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
、
被
害
に
遭
わ
な
い
、
安
心
・
安

全
に
生
活
で
き
る
住
み
よ
い
町
の
治

安
維
持
の
た
め
、
与
那
原
警
察
署

等
と
協
力
し
、
さ
ら
な
る
防
犯
啓

蒙
活
動
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
や
防
犯
カ
メ

ラ
の
適
正
な
運
営
に
よ
り
犯
罪
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
で
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

■ 

交
通
安
全

　
沖
縄
県
内
に
お
け
る
令
和
５
年

中
の
交
通
事
故
発
生
件
数
お
よ
び

死
亡
事
故
発
生
件
数
は
12
年
ぶ
り

に
増
加
に
転
じ
て
お
り
、
飲
酒
絡
み

の
構
成
率
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
に
な
る

な
ど
、
県
内
の
交
通
情
勢
は
楽
観

視
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
与
那
原
警
察
署
等
と
連

携
し
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
に

お
け
る
交
通
安
全
指
導
や
交
通
安

全
教
育
の
実
施
、
飲
酒
運
転
の
根

絶
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し

ま
す
。　

　
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

道
路
標
識
や
注
意
喚
起
灯
の
新
設
・

改
良
、
交
通
安
全
設
備
の
整
備
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
交
通
事
故

発
生
要
因
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

■ 

環
境
衛
生

　
南
部
広
域
行
政
組
合
で
は
、
新

焼
却
施
設
を
西
原
町
小
那
覇
地
区

に
、
新
最
終
処
分
場
を
八
重
瀬
町

新
城
・
具
志
頭
地
区
に
建
設
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
南
部
広
域
行
政
組
合
や
関
係

市
町
と
連
携
し
、
現
焼
却
施
設
の

維
持
管
理
や
新
焼
却
施
設
の
早
期

供
用
開
始
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
を
目

指
し
、
町
内
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご

み
の
減
量
化
や
再
資
源
化
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
防
止

に
向
け
て
地
域
お
よ
び
関
係
機
関

と
連
携
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
を
継
続
的

に
実
施
し
、
環
境
に
優
し
い
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

す
る
た
め
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、

行
政
が
相
互
に
連
携
を
密
に
行
い
、

子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
改
善

や
課
題
解
決
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
青
少
年
の
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

広報よなばる｜2025.04｜ 6



　「交流センターひざし」では障がい者
の自立と交流、社会参加を促進するた
め、社会見学やピクニックを実施して
います。参加する
ためには利用申
請などが必要で
す。お気軽にお問
い合わせください。

与那原町交流センターひざし
TEL/FAX 882-8357

お問い
合わせ

  

【開館日】平日（9:30～17：00）

　施設内にある「いこいスペース」は、障がいを
持つ方だけでなく、地域のみなさんも自由に
過ごせる場所です。おしゃべりやテレビ鑑賞
などにご利用いただけます。

いこい
スペース

4月

ひざし紹介動画（YouTube）

ひざし定例会

軽スポーツクラブ 調理クラブ

美化・園芸クラブ

映画鑑賞クラブ

レククラブ

の
主
な

〒901-1303  与那原町字与那原3090番地の２
（町役場向かい、商工会隣）

＊日程や場所は変更すること
もあるため、参加したい方
は、必ず下記の番号までお
問合せください。

実施日
時　間

：4月1日（火）
：13：40～14：40

実施日
時 間

：4月8・15・22日（火）
：13：40～14：40

実施日
時　間

：4月4・18日（金）
：13：40～14：40

実施日
時　間

：4月24日（木）
：10：00～12：00

手工芸・工作クラブ
実施日
時 間

：4月14・21・28日（月）
：13：40～14：40

実施日
時　間

：4月23日（水）
：10：00～15：00

実施日
時　間

：4月9日（水）
：13：40～14：40

を利用しようを利用しようひざし

１月は沖縄伝統のムーチー作りに挑戦！ 健康・長寿の祈願を
込めて作ったムーチーの出来栄えにみんな感激していました。
サンニンの香りに包まれたおもちは、とてもおいしかったです♪

場　所▶ 与那原町営江口団地A棟１階 集会場
対　象▶ 与那原町内にお住まいの方

４月1５日（火） 13：30～15：00日　時▶ 
　ゆくりカフェは認知症について学んだり、困ったことを相談し
たり、日ごろのことを気軽に話したりできる支援スペースです。
　沖縄で“うりずん”と呼ばれる、一年で一番過ごしやすいといわ
れる季節が到来。今月はみんなでお茶を飲みながら、のんびりお
しゃべりして過ごしませんか？皆さまのご参加をお待ちしています。

４月の活動は をします茶 話 会

お問い合わせ 与那原町地域包括支援センター（福祉課内） 945-1525

ゆくりカフェゆくりカフェ
認知症に
関心がある
すべての方へ

認知症に
関心がある
すべての方へ

福祉課より
お知らせ

　福祉課障がい福祉係・年金係の電話番号を下記の通り変更しました。なお、高齢者
福祉係・介護保険係・地域包括支援センター用の番号は以前と同じ番号です。

福
祉
課

障がい福祉係・年金係
高齢者福祉係・介護保険係・
地域包括支援センター

943-8333

945-1525
変更なし

障がい福祉係・年金係の
 電話番号が変わりました

4月から
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